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最
近
の
日
本
で
は
、
食
に
関
す
る
様
々

な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
な
ん
て
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ
と

い
う
田
舎
町
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
動
き

は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
に

対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
食
事
の

時
間
に
手
間
を
か
け
ず
、
簡
単
に
外
食
で

済
ま
せ
て
し
ま
う
、
仕
事
や
勉
強
に
忙
し

く
ゆ
っ
く
り
家
族
の
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
食
事
を
し
な
い
の
は
、
先
進
国
共
通
の

よ
う
だ
。
そ
こ
で
も
う
一
度
見
直
そ
う
よ
、

栄
養
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
時
間

を
過
ご
そ
う
よ
、
と
い
っ
た
動
き
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
食
育
と
い
う
動

き
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
盛
ん
に
食
の
安
全
と

は
？
健
康
へ
の
配
慮
と
は
？
本
当
の
素
材

の
味
と
は
？
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き

は
な
い
、
単
に
経
済
的
理
由
か
ら
安
く
済

む
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
家
族
と
触
れ
合
え

る
か
ら
だ
。

友
人
の
子
供
も
私
が
コ
ッ
ク
を
し
て
い

る
の
を
知
っ
て
い
て
、
食
事
の
時
間
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。
昨
年
、
あ
ま

り
興
味
深
そ
う
に
見
て
い
る
の
で
、
カ
レ

ー
を
作
ら
せ
て
み
た
。
プ
ロ
が
作
る
手
間

の
か
か
る
も
の
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
既
成

の
ル
ー
を
使
っ
て
作
る
家
庭
の
カ
レ
ー
だ

が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
美
味
し
く
作
る
コ
ツ

が
あ
る
。

野
菜
の
皮
を
剥
き
刻
ま
せ
、
鍋
で
じ
っ

く
り
ソ
テ
ー
さ
せ
る
。
堪
え
性
の
な
い
子

供
た
ち
を
「
ま
だ
ま
だ
、
そ
の
玉
葱
が
き

つ
ね
色
に
な
る
ま
で
我
慢
、
我
慢
」
と
な

だ
め
な
が
ら
、
そ
し
て
香
ば
し
く
甘
味
を

得
た
そ
の
玉
葱
を
子
供
た
ち
に
試
食
さ
せ

て
み
た
、
み
ん
な
口
々
に
「
う
ま
い
、
う

ま
い
」
と
連
発
し
て
い
た
。
米
も
洗
わ
せ
、

飯
盒
で
炊
い
て
、
出
来
た
カ
レ
ー
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
特
別
な
美
味
し
さ
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に

食
べ
て
い
た
。

冷
静
に
プ
ロ
の
目
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ

ほ
ど
で
も
な
い
そ
の
カ
レ
ー
を
食
べ
な
が

ら
、
子
供
と
楽
し
い
時
間
を
「
食
」
を
通

し
て
関
わ
れ
た
自
分
に
充
実
感
が
あ
っ

た
。
そ
の
時
に
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
か
食

育
っ
て
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
実
感
し
た
の
で
あ
る
。

子
供
へ
の
教
育
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い

る
。
か
つ
て
教
育
テ
レ
ビ
で
今
は
亡
き
三

ツ
星
シ
ェ
フ
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
･
ロ
ワ
ゾ
ー

氏
が
学
校
で
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
る
姿

が
思
い
出
さ
れ
る
。
日
本
で
も
、
有
名
シ

ェ
フ
が
故
郷
の
学
校
で
同
様
に
食
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
を
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で

目
に
す
る
。

こ
の
執
筆
に
あ
た
り
『
学
校
給
食
埼
玉
』

の
過
去
の
諸
先
輩
た
ち
の
文
面
に
触
れ
て

み
た
、
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
「
な
ん
だ
、

も
う
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

し
か
す
る
と
も
っ
と
有
効
な
広
報
の
仕
方

や
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
で
、

子
供
に
も
そ
の
親
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
湧
い
て

き
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
感
じ
た
の
は
、
食

育
に
つ
い
て
も
学
校
に
任
せ
っ
き
り
の
日

本
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
。
忙
し
さ
に
か

ま
け
、
自
分
の
子
供
の
「
食
」
や
「
生
」

に
つ
い
て
考
え
て
や
れ
て
な
い
と
、
私
自

身
も
四
才
と
十
才
の
子
を
持
ち
、
小
学
校

に
通
わ
せ
て
い
る
親
と
し
て
、
こ
ん
な
こ

と
ま
で
学
校
に
任
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
自

分
に
反
省
し
き
り
で
あ
る
。

毎
年
夏
に
な
る
と
、
忙
し
い
ホ
テ
ル
を

そ
ー
っ
と
抜
け
出
し
、
仲
の
良
い
友
人
家

族
と
連
れ
立
っ
て
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

る
。
決
し
て
キ
ャ
ン
プ
マ
ニ
ア
な
わ
け
で

給食会報　(平成16年１月１日発行第132号) (2)

食
育
に
つ
い
て

ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ
武
蔵
野

総
料
理
長
　
山
　
田
　
清
　
人

本
校
は
、
本
年
度
文
部
科
学
省
よ
り

「
安
全
か
つ
安
心
な
学
校
給
食
の
推
進
事

業
」
の
指
定
を
受
け
、
隣
接
す
る
伊
奈
中

学
校
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、「
安
全
か
つ
安
心
な
学
校
給
食
の
在

り
方
」
の
研
究
及
び
食
育
教
育
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
他
学
年
と
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

で
の
交
流
給
食
会
、
各
学
期1

回
ず
つ
の

セ
レ
ク
ト
給
食
を
実
施
し
、「
食
」
を
と

お
し
人
間
関
係
づ
く
り
や
主
体
的
に
食
に

関
す
る
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、

ま
た
、
担
任
・
学
校
栄
養
職
員
及
び
小
中

連
携
教
育
に
よ
る
派
遣
中
学
校
教
員
に
よ

る
学
級
活
動
や
家
庭
科
等
、
教
科
指
導
を

と
お
し
、
小
児
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
見

据
え
た
健
全
な
生
活
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
教
育
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

表
紙
の
写
真
は
、
給
食
の
地
場
産
食
材

の
生
産
者
を
お
招
き
し
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

に
お
い
て
一
年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
で
会

食
し
た
と
き
の
様
子
で
す
。
食
材
を
提
供

し
て
頂
い
て
い
る
方
々
を
前
に
、
日
々
の

給
食
へ
の
感
謝
を
改
め
て
感
じ
な
が
ら
、

本
当
に
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
食
事
を

す
る
場
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
生
産
者
の
「
顔
」
が
見
え
る

学
校
給
食
の
機
会
を
と
お
し
、
生
活
の
基

本
で
あ
る
「
食
育
」
の
教
育
、
そ
し
て
地

域
に
対
す
る
愛
着
心
を
育
む
教
育
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 表

紙
写
真
解
説

地
域
の
食
材
生
産
者
と
の
楽
し
い
会
食

伊
奈
町
立
小
室
小
学
校

給
食
主
任
　
大
塚
富
美
子

栄
養
職
員
　
樋
本
久
美
子



今
年
度
の
学
校
給
食
教
室
は
、
十
一
月

五
日
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
役
員
さ
ん
や

常
置
委
員
会
の
委
員
さ
ん
な
ど
三
十
五
名

が
参
加
さ
れ
、
学
校
給
食
会
の
研
修
室
と

調
理
実
習
室
で
行
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
教
室
は
、
健
康
教
育
の
一
環

と
し
て
の
学
校
給
食
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
ま
た
、
学
校
給
食
の
あ
り
か
た
や
学

校
給
食
用
物
資
に
つ
い
て
保
護
者
の
よ
り

一
層
の
理
解
を
得
る
た
め
昨
年
度
か
ら
開

催
し
た
事
業
で
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一
　
講
演

（
内
容
）
学
校
給
食
の
意
義
と
役
割

（
講
師
）
県
生
涯
学
習
部
健
康
教
育
課

鶴
木
主
任
指
導
主
事

二
　
調
理
実
習

（
内
容
）
学
校
給
食
の
献
立
例

｜
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
作
品
｜

（
講
師
）
県
学
校
給
食
会
金
子
専
門
員

三
　
物
資
の
説
明
と
施
設
案
内

（
内
容
）
県
産
農
産
物
を
利
用
し
た
学

校
給
食
用
物
資
の
説
明
と
学
校

給
食
会
の
事
業
内
容
の
説
明
や

施
設
の
案
内

調
理
実
習
は
、
今
年
度
の
調
理
コ
ン
ク

ー
ル
課
題
献
立
部
門
優
良
作
品
、
志
木
市

立
志
木
第
三
小
学
校
の
「
校
内
に
咲
く
樹

齢
四
百
年
以
上
の
ハ
タ
ザ
ク
ラ
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ハ
タ
ザ
ク
ラ
ご
は
ん
、
明
治
初
期

に
志
木
市
の
新
井
伊
助
さ
ん
が
改
良
し
作

っ
た
伊
助
ご
ぼ
う
の
洋
風
卵
焼
き
」で
す
。

地
場
産
農
産
物
を
上
手
に
使
っ
た
料
理

に
感
心
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
実
習
し

て
い
ま
し
た
。
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給

食

会

行

事

県健康教育課から
「
学
校
給
食
に
お
け
る
栄
養
所
用
量
の

基
準
」
が
改
訂
（
下
）

標
準
食
品
構
成
に
つ
い
て
の
留
意

点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
食
品
を
幅
広
く
使
用
し
、
多
様
な

調
理
法
を
組
み
合
わ
せ
た
食
事
内
容

と
す
る
。

②
我
が
国
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
伝

承
し
日
本
型
の
食
生
活
が
実
践
で
き

る
よ
う
配
慮
す
る
。

③
豆
類
の
中
で
は
豆
製
品
が
中
心
に

摂
取
さ
れ
て
い
る
た
め
、
植
物
性
た

ん
ぱ
く
質
の
豊
富
な
豆
の
摂
取
等
に

も
配
慮
す
る
。

④
カ
ル
シ
ウ
ム
等
の
微
量
栄
養
素
の

供
給
源
と
し
て
小
魚
類
の
摂
取
に
配

慮
す
る
。

⑤
生
活
習
慣
病
の
若
年
化
を
防
止
す

る
観
点
か
ら
、
家
庭
に
お
け
る
日
常

の
食
生
活
の
指
標
に
な
る
よ
う
配
慮

す
る
。

⑥
食
に
関
す
る
指
導
の
生
き
た
教
材

と
し
て
、
広
く
児
童
生
徒
等
や
保
護

者
等
に
か
か
わ
り
や
す
い
も
の
と
し
、

日
常
の
食
生
活
へ
の
導
入
や
活
用
に

役
立
つ
よ
う
に
工
夫
す
る
。

つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
個
々

の
健
康
及
び
生
活
活
動
等
の
実
態
を

踏
ま
え
、
家
庭
に
お
け
る
食
生
活
や

地
域
の
実
情
等
に
十
分
配
慮
し
、
弾

力
的
な
運
用
を
図
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

学校給食の標準食品構成表（幼児、児童、生徒1人1回あたり） 
（単位：g）

（備考） 
　（1）1か月間の摂取目標量を1回当たりの数値に換算したものである。 
　（2）適用に当たっては、個々の児童生徒等の健康及び生活活動等の実態 
　　　　並びに地域の実情等に十分配慮し、弾力的に運用すること。 

　 米 　  
強 化 米  
小 麦  
イ ー ス ト 
食 塩  
ショートニング  
砂 糖 類  
脱 脂 粉 乳  
牛 乳  
小麦粉及びその製品 
芋 及 び 澱 粉  
砂 糖 類  
豆 類  
豆 製 品 類  
種 実 類  
緑黄色野菜類  
その他の野菜類 
果 物 類  
き の こ 類  
藻 類  
魚 介 類  
小 魚 類  
肉 類  
卵 類  
乳 類  
油 脂 類  

39 
0.12 
20 
0.5 
0.4 
0.7 
0.7 
0.7 
155 
4 
25 
3 
5 
15 
2 
18 
50 
30 
3 
2 
13 
3 
12 
6 
3 
3

42 
0.13 
20 
0.5 
0.4 
0.7 
0.7 
0.7 
206 
4 
32 
3 
5 
15 
2.5 
19 
60 
30 
3 
2 
13 
3 
12 
6 
3 
3

48 
0.14 
23 
0.57 
0.46 
0.8 
0.8 
0.8 
206 
5 
38 
3 
6 
20 
3.5 
23 
70 
32 
4 
2 
16 
3 
15 
6 
4 
3

60 
0.18 
26 
0.65 
0.52 
0.91 
0.91 
0.91 
206 
7 
42 
3 
6 
21 
3.5 
27 
75 
35 
4 
2 
16 
3 
17 
8 
5 
3

66 
0.2 
30 
0.75 
0.6 
1.1 
1.1 
1.1 
206 
9 
44 
4 
6 
22 
3.5 
35 
82 
40 
4 
4 
21 
4 
19 
14 
6 
4

66 
0.2 
30 
0.75 
0.6 
1.1 
1.1 
1.1 
206 
9 
46 
4 
6 
18 
4 
35 
82 
40 
4 
4 
17 
4 
19 
8 
4 
4

区　　　分 幼児の 
場　合 

児童（6歳 
～7歳）の 
場合 

児童（8歳 
～9歳）の 
場合 

児童（10歳 
～11歳）の 
場合 

児童（12歳 
～14歳）の 
場合 

夜間課程を置く高
等学校及び盲・聾
・養護学校の高等
部の生徒の場合 

学 校 給 食 教 室 を 開 催
ー家庭との連携を深めるためにー
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１．完全給食実施状況

（１）公立小・中学校

区　　　分

小　　学　　校

中　　学　　校

合　　　　　計

828校

424校

1,252校

404,690人

190,617人

595,307人

100％

100％

100％

学 校 数 児童・生徒数 実施率

※小学校数は分校１校を含めた数です。

（２）公立夜間定時制高等学校、盲・ろう・養護学校

※夜間定時制高等学校の生徒数は、給食受給を申し出ている生徒数です。

２．米飯給食実施状況（公立学校）

※週平均実施回数 2.65回（児童・生徒数の加重平均）

３．調理方式別完全給食実施状況

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
皆
さ
ん
に
御
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
調
査
結

果
が
ま
と
ま
り
、
文
部
科
学
省
へ
報
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
に
お
け
る
本
県
の
学
校
給
食
の
実

施
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学
校
給
食
基
本
調
査

◎
平
成
十
五
年
五
月
一
日
現
在
学
校
給
食
基
本
調
査
概
要

平
成
十
五
年
度
彩
の
国
学
校
給
食
研
究

大
会
を
、
十
一
月
十
九
日
、「
彩
の
国
ふ

る
さ
と
学
校
給
食
月
間
」
に
合
わ
せ
、=

ふ
る
さ
と
の
味
の
恵
み
を
給
食
に=

を
主

題
と
し
て
桶
川
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

今
年
度
か
ら
、
学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
も
行
わ
れ
て
、
華
や
か
な
雰

囲
気
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

実
践
発
表
は
、「
地
場
産
農
産
物
を
活

用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
」
を
研
究
主
題

に
、
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
養
護
学
校
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
で
し
た
。

講
演
は
、
管
理
栄
養
士
で
健
康
運
動
指

導
士
の
古こ

旗ば
た

照て
る

美み

氏
か
ら
、「
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
・
子
ど
も
へ
の
食
育
を
通
し
て
」
と

題
し
、
効
果
的
な
食
育
を
行
う
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

◎
彩
の
国
学
校
給
食

研
究
大
会
を
開
催

区　　　分

夜間定時制高等学校

区分（給食回数）

学校種別
調理方式

学 校　 数 353校（42.6％） 103校（24.4％） 456校（36.4％）

47,800人（25.1％） 241,435人（40.6％）

300校（70.9％） 744校（59.5％）

133,490人（70.1％） 331,810人（55.7％）

20校（ 4.7％） 51校（ 4.1％）

9,247人（ 4.8％） 21,982人（ 3.7％）

423校（ 100％） 1,251校（ 100％）

190,537人（ 100％） 595,227人（ 100％）

193,635人（47.9％）

444校（53.6％）

198,320人（49.0％）

31校（ 3.8％）

12,735人（ 3.1％）

828校（ 100％）

404,690人（ 100％）

児童・生徒数

学 校　 数

児童・生徒数

学 校　 数

児童・生徒数

学 校　 数

児童・生徒数

単独校調理

共 同 調 理

委 託 調 理

合 計

小学校（比率） 中学校（比率） 合　計（比率）

週 ２ 回

週 ２ ． ５ 回

週 ３ 回

週 ３ ． ５ 回

週 ４ 回

週 ５ 回 以 上

合　　　　　計

盲・ろう・養護学校

合　　　　　　計

33校

30校

63校

2,687人

4,156人

6,843人

100％

100％

100％

学 校 数

264校

473校

518校

20校

19校

17校

1,311校

学 校 数

20.1％

36.1％

39.5％

1.5％

1.5％

1.3％

100.0％

比率

111,235人

214,903人

263,250人

7,415人

2,551人

2,615人

601,969人

児童・生徒数

18.5％

35.7％

43.7％

1.2％

0.4％

0.5％

100.0％

比率

・自校炊飯方式

307校（23.4％）

・委託炊飯方式

1,004校（76.6％）

備　　　考

児童・生徒数 実施率



(5) 給食会報　(平成16年１月１日発行第132号)

平　均

学校給食費（保護者負担額のみ）

（平成15年５月１日）

市
町
村
名

南
部
教
育
事
務
所
管
内

さいたま市

川口市

鴻巣市

上尾市

草加市

蕨 市

戸田市

鳩ヶ谷市

朝霞市

志木市

和光市

新座市

桶川市

北本市

伊奈町

吹上町

川越市

所沢市

飯能市

東松山市

狭山市

入間市

富士見市

上福岡市

坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

大井町

三芳町

毛呂山町

越生町

名栗村

滑川町

嵐山町

小川町

都幾川村

玉川村

川島町

吉見町

鳩山町

東秩父村

秩父市

横瀬町

皆野町

長瀞町

吉田町

小鹿野町

両神村

大滝村

荒川村

熊谷市

本庄上里

深谷市

美里町

児玉町

神川町

神泉村

大里町

江南町

妻沼町

岡部町

川本町

花園町

寄居町

行田市

加須市

岩槻市

春日部市

羽生市

越谷市

久喜市

八潮市

三郷市

蓮田市

幸手市

吉川市

騎西川里

南河原村

北川辺町

大利根町

宮代町

白岡町

菖蒲町

栗橋町

鷲宮町

杉戸町

松伏町

庄和町

秩
父
教
育
事
務
所
管
内

北
部
教
育
事
務
所
管
内

東
部
教
育
事
務
所
管
内

西
部
教
育
事
務
所
管
内

区
分

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

180 232.22 173 286.13

180 220.00 180 259.72

189 221.16 189 244.44

187 229.41 187 264.71

187 235.29 186 283.87

180 224.58 179 271.01

180 226.11 180 262.78

187 223.53 186 266.13

185 225.95 185 255.68

184 227.17 184 263.04

180 232.22 178 271.91

183 216.39 183 252.46

188 213.56 188 266.22

185 231.89 180 275.00

182 217.58 182 259.89

188 222.34 184 269.02

187 217.65 188 263.30

185 214.05 185 267.57

189 221.63 186 277.19

191 213.09 191 253.40

187 223.53 187 264.71

185 225.95 182 278.02

184 209.24 184 245.11

185 228.92 185 267.57

192 217.71 191 276.44

180 213.89 175 251.43

187 194.12 187 235.29

186 230.65 186 266.13

185 214.05 185 249.73

191 210.21 191 256.28

191 238.77 191 301.61

189 209.52 190 243.16

180 232.22 181 267.40

191 218.85 191 259.16

190 220.00 190 260.53

188 222.34 184 269.02

191 218.85 191 259.16

192 206.25 192 252.08

191 207.33 191 253.40

190 220.00 191 264.92

191 213.09 191 253.40

184 239.13 184 298.91

187 224.59 187 263.06

186 212.90 186 248.39

186 206.99 186 248.39

192 224.98 193 261.15

188 236.21 185 285.41

190 239.97 189 298.40

186 264.53 190 290.52

186 219.35 186 270.98

180 216.94 180 268.89

191 218.85 191 270.68

188 198.94 182 253.85

197 212.18 197 251.27

187 235.29 190 260.53

189 209.52 189 250.26

193 210.88 192 244.06

185 237.84 185 285.41

190 202.63 190 266.32

192 200.52 193 227.98

194 238.14 196 286.22

188 222.34 186 277.96

187 217.65 195 259.49

192 211.98 192 263.54

190 211.32 190 254.74

191 210.21 192 246.35

186 218.82 186 263.17

190 248.95 191 276.44

186 206.99 186 248.39

180 220.00 180 265.83

181 230.94 179 273.96

185 220.00 181 258.65

184 218.21 183 264.48

185 225.95 185 261.62

187 229.41 187 264.71

190 214.21 190 254.74

188 210.64 188 251.60

187 223.53 183 276.50

183 228.42 184 257.07

187 205.88 185 243.78

185 231.89 185 255.68

187 217.65 187 247.06

190 208.42 190 243.16

188 216.49 191 259.16

185 220.00 185 255.68

190 231.58 190 272.11

185 225.95 185 255.68

190 220.00 190 257.63

187 220.90 187 262.82

小 学 校 中 学 校

市
町
村
名

区
分

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

小 学 校 中 学 校

市
町
村
名

区
分

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

小 学 校 中 学 校



給食会報　(平成16年１月１日発行第132号) (6)

学
校
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
す
て
き
な
部

屋
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

本
泉
小
学
校
で
は
、
迷
わ
ず
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
と
答
え
ま
す
。
本
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
は
、
太
陽
の
光
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り
注

ぐ
二
階
に
あ
り
、
長
方
形
で
は
な
く
少
し

変
則
的
な
形
を
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
中

で
一
番
す
て
き
な
部
屋
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。「
何
故
か
っ
て
？
」

そ
の
訳
は
こ
れ
か
ら
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
。本

校
は
、
児
童
数
四
十
二
名
教
職
員
十

五
名
の
と
て
も
小
さ
な
学
校
で
、
全
校
の

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
大
好
き

児
玉
町
立
本
泉
小
学
校小

林
　
育
代

児
童
が
、
毎
日
こ
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
一

緒
に
給
食
を
食
べ
ま
す
。
担
任
は
も
ち
ろ

ん
全
て
の
教
職
信
が
一
緒
で
す
。

六
つ
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
季
節
の
花

が
お
か
れ
、
壁
に
は
全
員
の
誕
生
日
が
書

か
れ
た
卒
業
生
の
作
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
誕
生
日
の
日
に
は
紹
介
さ
れ
、
全

校
の
み
ん
な
に
拍
手
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
食
事
の
前
後
に
は
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

リ
ク
エ
ス
ト
の
時
間
を
作
り
、
ち
ょ
っ
と

懐
か
し
い
曲
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
音
楽
を
流
し

ま
す
。
昨
今
の
リ
バ
イ
バ
ル
ブ
ー
ム
で
、

結
構
古
い
曲
で
も
「
先
生
そ
の
曲
知
っ
て

る
」
な
ん
て
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
一
番
の
自
慢

は
、
温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
給
食
で
す
。

本
校
は
自
校
給
食
で
、
毎
日
二
人
の
調
理

員
さ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
な
が
ら

調
理
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
セ
レ
ク
ト
給

食
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
給
食
会
等
で

お
世
話
に
な
る
こ
と
も
多
く
た
い
へ
ん
感

謝
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
本
泉
小
学
校
の
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。「
ど
う
で
す
？
　
み

な
さ
ん
少
し
の
ぞ
い
て
み
た
く
な
り
ま
せ

ん
か
？
」
自
然
が
い
っ
ぱ
い
、
暖
か
い
ハ

ー
ト
が
い
っ
ぱ
い
の
本
泉
小
学
校
で
す
。

お
客
様
は
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ど
な
た
で

も
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

給
食
主
任
の
眼

た
の
し
い
給
食

東松山市立高坂小学校６年　佐々木　里美 嵐山町立七郷小学校２年　田野風　夕美

東松山市立高坂小学校６年　芝崎　遥香嵐山町立七郷小学校６年　池田　美月



(7) 給食会報　(平成16年１月１日発行第132号)

風
車
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
国
オ
ラ
ン
ダ

は
、
日
本
人
に
と
っ
て
遠
く
て
近
い
国
で

す
。
一
六
〇
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
デ
・
リ

ー
フ
デ
号
が
大
分
県
の
臼
杵
湾
に
漂
着
し

た
の
が
、
日
蘭
交
流
の
始
ま
り
で
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
旧
植
民
地
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
や
ス
リ
ナ
ム
か
ら
の
移
民
や
、
地
中

海
沿
岸
諸
国
か
ら
の
移
住
者
か
ら
な
る
多

民
族
国
家
で
す
。
人
種
の
る
つ
ぼ
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に

は
多
国
籍
の
料
理
店
が
並
ん
で
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
人
の
好
物
は
ハ
ー
リ
ン
グ

（
小
ぶ
り
な
生
鰊
）
で
、
街
の
小
売
店
や

ス
タ
ン
ド
に
は
必
ず
置
い
て
あ
り
ま
す
。

彼
ら
は
ハ
ー
リ
ン
グ
に
刻
ん
だ
玉
葱
を
ま

ぶ
し
、
片
手
で
摘
ま
み
上
げ
天
を
仰
い
で

丸
ご
と
ほ
お
張
る
と
い
う
何
と
も
豪
快
な

食
べ
方
を
し
ま
す
。

こ
う
し
た
店
に
は
ハ

ー
リ
ン
グ
の
他
に
も

鰻
や
鯖
の
燻
製
、
鱈

な
ど
の
白
身
魚
の
揚

げ
物
が
置
い
て
あ
り
、

パ
ン
に
挟
ん
で
食
べ

る
の
が
一
般
的
で
す
。

現
地
校
と
の
交
流

オ
ラ
ン
ダ
の
食
事
情

今
回
は
、
地
元
産
の
は
く
さ
い
を
使

っ
て
「
は
く
さ
い
と
豚
肉
の
重
ね
蒸
し
」

を
紹
介
し
ま
す
。
ゆ
が
い
た
は
く
さ
い

に
豚
挽
肉
を
は
さ
ん
で
蒸
し
た
も
の
に

だ
い
こ
ん
お
ろ
し
を
の
せ
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
旬
の
は
く
さ
い
、

だ
い
こ
ん
に
は
甘
み
が
あ
っ
て
お
い
し

い
事
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
給

食
と
同
時
に
実
物
の
は
く
さ
い
を
展
示

し
て
お
く
と
手
に
持
っ
た
り
、
さ
わ
っ

た
り
し
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
野
菜

嫌
い
な
生
徒
で
も
残
さ
ず
食
べ
、「
は
く

さ
い
っ
て
お
い
し
い
ね
」「
ま
た
給
食
に

出
し
て
ね
」
等
の
言
葉
が
聞
か
れ
、
私

た
ち
作
る
側
が
笑
顔
に
な
る
時
で
す
。

今
、
一
年
を
通
し
て
同
じ
食
べ
物
が
出

回
り
「
旬
」
と
い
う
も
の
が
薄
れ
て
き
て

い
ま
す
。
胡
瓜
や
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
旬

が
い
つ
な
の
か
？
子
ど
も
た
ち
に
聞
い
て

も
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
本
校
は
自
然
に
囲

ま
れ
た
中
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
回
り

は
田
ん
ぼ
ば
か
り
。
畑
が
少
な
く
野
菜
の

成
長
を
見
る
事
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
給
食
に
旬
の
野
菜
を
取
り

入
れ
る
事
で
、
地
元
野
菜
の
旬
が
い
つ
な

の
か
知
っ
て
も
ら
う
事
に
し
ま
し
た
。

旬
の
野
菜
を
給
食
へ

｜
は
く
さ
い
と
豚
肉
の
重
ね
蒸
し
｜

埼
玉
県
立
熊
谷
養
護
学
校

主
任
　
杉
田
　
敏
子
　

で
、
日
蘭
の
生
活
の
違
い
が
顕
著
に
な
る

の
が
お
弁
当
で
す
。
日
本
人
学
校
に
は
給

食
は
な
く
、
子
ど
も
達
は
弁
当
持
参
で
登

校
し
ま
す
が
、
現
地
校
の
子
ど
も
達
は
家

庭
に
帰
っ
て
昼
食
を
取
り
ま
す
。
交
流
学

習
で
は
弁
当
を
持
ち
寄
り
食
事
を
共
に
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
弁
当
の

中
身
に
大
き
な
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
日
本
人
の
色
彩
豊
か
な
豪
勢
な
弁

当
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
そ
れ
は
実
に

シ
ン
プ
ル
で
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
ハ
ム
か
チ

ー
ズ
を
挟
ん
だ
パ
ン
２
〜
３
切
れ
と
リ
ン

ゴ
１
個
が
入
っ
て
い
る
だ
け
の
質
素
な
も

の
で
す
。
本
校
の
子
ど
も
達
は
の
ん
び
り

と
時
間
を
か
け
て
食
べ
る
の
で
す
が
、
現

地
校
の
子
ど
も
達
は
数
分
で
食
べ
て
し
ま

い
、
す
ぐ
に
様
々
な
遊
び
を
始
め
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
人
の
一
般
的
な
家
庭
で
は
、

朝
食
は
パ
ン
に
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
や
ハ
ム

と
コ
ー
ヒ
ー
、
昼
食
も
同
じ
内
容
で
極
め

て
質
素
で
す
。
夕
食
に
は
ス
ー
プ
（
エ
ル

テ
ン
ス
ー
プ
｜
干
し
え
ん
ど
う
豆
と
骨
付

き
の
肉
の
ス
ー
プ
に
様
々
な
野
菜
と
肉
を

塩
コ
シ
ョ
ウ
で
煮
込
ん
だ
も
の
が
代
表

的
）
と
肉
料
理
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
人
参
な
ど
を
添
え
）
を
付
け
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ほ
と
ん
ど
調
理

を
し
な
い
の
で
、
キ
ッ
チ
ン
は
何
時
も
ピ

カ
ピ
カ
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
で
も
近
年
日
本
食
が
ブ
ー
ム

に
な
り
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
中
国
人

や
韓
国
人
が
経
営
す
る
店
の
一
角
に
は
、

寿
司
の
立
食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
沢
山
出
入
り

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

（
前
　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
日
本
人
学
校
長
）

食

卓

談

話

鳩山町立
鳩山中学校

校長　岡本　伸一

味

だ

よ

り

分量（�）

70

0.08

0.01

15

30

0.5

0.25

0.01

2

0.8

40

献立例
ごはん・みそ汁・はくさいと豚肉の
重ね蒸し・ほうれん草の炒め物・煮
っころがし・ヨーグルト・牛乳
作り方
①はくさいは２�長さに切ってゆがき、
塩・こしょうする。

②乾しいたけは戻してみじん切り。た
まねぎもみじん切りにする。バター
で炒め、冷ましておく。

③②と豚挽肉に塩・こしょう・パン粉
を入れよくこねておく。

④蒸器に①のはくさい1/2をしき、③を
のせ、その上に残りのはくさいをし
きつめて、15分蒸し人数分に切る。

⑤だいこんはおろしてからゆがき、食
べる直前に重ね蒸しにだいこんおろ
しをのせ、しょうゆをかける。

材料

はくさい

食塩

こしょう

たまねぎ

豚挽肉

乾しいたけ

食塩

こしょう

パン粉

バター

だいこん

こいくちしょうゆ
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「
食
に
関
す
る
指
導
」
の
重
要
性
が
と

り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
こ
数

年
、
学
校
に
お
け
る
栄
養
士
の
役
割
り
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
を
振
り

返
っ
た
時
、
今
ま
で
栄
養
士
と
し
て
子
ど

も
た
ち
を
め
ぐ
る
食
の
問
題
に
つ
い
て
十

分
な
指
導
が
で
き
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
給

食
を
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
活
用
し
食

の
指
導
が
で
き
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
が
頭
の
中
を
よ
ぎ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
は
早
い
、
の
ん

び
り
し
て
い
ら
れ
な
い
、
今
や
ら
な
け
れ

ば
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
は
で
き
な
い

と
一
大
奮
起
し
て
始
め
た
「
食
に
関
す
る

栄
養
士
と
し
て
の
役
割

秩
父
市
立
影
森
小
学
校

南
　
正
子

モ
ン
の
約
半
個
分
、
約
一
○
mg
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
一
日
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

は
五
〇
mg
で
す
か
ら
、
い
ち
ご
を
五
個
食

べ
れ
ば
、
そ
れ
を
補
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
い
ち
ご
五
個
で
約
二
〇
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
と
低
カ
ロ
リ
ー
な
こ
と
も
安
心
で

き
る
特
徴
の
一
つ
で
す
。

【
い
ち
ご
の
収
穫
期
は
？
】

と
こ
ろ
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
に
な
る

と
、
赤
い
い
ち
ご
が
た
っ
ぷ
り
の
っ
た
ケ

ー
キ
が
店
頭
を
に
ぎ
わ
せ
ま
す
が
、
本
来

の
い
ち
ご
の
収
穫
期
は
四
月
頃
で
す
。

し
か
し
、
夏
場
に
苗
を
冷
蔵
庫
等
で
低

温
処
理
す
る
と
九
月
頃
に
花
芽
が
分
化

し
、
そ
の
苗
を
定
植
し
た
後
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
等
で
暖
か
く
し
て
や
る
と
、
ク
リ

ス
マ
ス
の
頃
開
花
・
結
実
し
ま
す
。
冬
場

で
も
春
と
勘
違
い
す
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
栽
培
方
法
の
普
及
や
、
冬
に

収
穫
で
き
る
よ
う
な
品
種
改
良
の
進
歩

等
、
い
つ
で
も
い
ち
ご
を
食
べ
た
い
と
い

う
根
強
い
人
気
が
、
そ
の
収
穫
期
を
広
げ

て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ち
ご
を
使
っ
た
、
も
し
く
は
い
ち
ご

味
の
お
菓
子
等
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
実
に
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

ち
な
み
に
青
森
県
に
「
い
ち
ご
煮
」
と

い
う
名
物
が
あ
り
ま
す
が
、
ウ
ニ
と
鮑

あ
わ
び
を

使
っ
た
お
吸
い
物
の
こ
と
な
の
で
お
間
違

い
な
く
。

真
っ
赤
で
甘
い
い
ち
ご
。
ケ
ー
キ
を
は

じ
め
、
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
の
素
材
に
使

わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
い
ち
ご
味
の

歯
磨
き
粉
等
も
あ
る
ほ
ど
、
い
ち
ご
は
実

に
多
く
の
人
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
学
校
給
食
で
も
人
気
】

県
内
で
は
菖
蒲
町
、
川
島
町
や
吉
見
町

等
が
主
な
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十

四
年
度
の
生
産
量
は
全
国
十
一
位
で
す
。

菖
蒲
町
等
で
は
地
元
産
の
い
ち
ご
を
学

校
給
食
に
供
給
し
、
ま
た
、
埼
玉
県
学
校

給
食
会
で
は
希
望
す
る
市
町
村
に
県
産
の

も
の
を
供
給
し
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
に

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
を
含
め
、
関
東
で
は
大
粒
で
甘

く
香
り
が
よ
い
「
と
ち
お
と
め
」
が
主
力

品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
関
西

で
は
同
じ
く
甘
み
が
強
い
「
と
よ
の
か
」

が
主
流
で
、
と
も
に
生
食
用
に
適
し
て
い

ま
す
。
ケ
ー
キ
等
の
飾
り
に
は
甘
み
・
酸

味
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、
形
が
崩
れ
に
く

い
「
女
蜂

に
ょ
ほ
う

」
が
主
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
い
ち
ご
の
栄
養
面
は
？
】

子
供
達
に
人
気
の
食
べ
物
と
い
う
と
栄

養
面
が
心
配
で
す
が
、
い
ち
ご
は
風
邪
の

予
防
や
肌
の
老
化
を
防
ぐ
効
果
の
あ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
い
ち
ご
一
個
に
レ

埼
玉
県
農
林
部
地
産
地
消
推
進
室

主
事
　
中
島
　
紀
行

栄
養
士
の
四
季

食
品
豆
知
識
（
い
ち
ご
）

指
導
」。
給
食
時
間
で
は
楽
し
く
食
べ
る

給
食
形
態
の
工
夫
と
し
て
各
学
年
行
事
給

食
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
に
は
満
開
の
花

の
下
で
、
秋
に
は
赤
や
黄
色
に
色
づ
い
た

紅
葉
の
中
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
給
食
。
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
自
分
で
作
る
お
弁

当
給
食
。
自
分
の
健
康
を
考
え
選
ん
で
食

べ
る
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
。
地
域
の
人
達
と

一
緒
に
食
べ
る
ふ
れ
あ
い
給
食
。
学
校
農

園
で
栽
培
し
た
作
物
や
地
場
産
物
を
取
り

入
れ
、
農
家
の
人
を
招
い
て
の
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
給
食
。
子
ど
も
た
ち
の
顔
に
は
笑
顔

が
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
る
一
時
で
す
。
授
業

で
は
各
教
科
、
特
に
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
に
お
い
て
は
食
べ
る
こ
と
だ
け
で

な
く
作
物
を
作
り
、
育
て
る
栽
培
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
実
態
に
合
わ
せ
て
行
う
個
別
指
導
。
今

年
度
か
ら
新
し
く
な
っ
た
栄
養
所
要
量
の

基
準
へ
の
対
応
。
次
か
ら
次
へ
と
栄
養
士

と
し
て
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
が

押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
忙

し
い
な
が
ら
も
食
の
指
導
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
え
た
こ
と
で
、
こ
の
仕
事
を

や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
か
子
ど
も
た
ち
が
成
長

し
て
い
く
上
で
私
と
一
緒
に
学
ん
だ
こ
と

が
生
き
る
力
の
一
つ
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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〈
子
ど
も
の
骨
折
が
増
え
て
い
ま
す
。

で
も
な
ぜ
？
〉

最
近
の
子
ど
も
は
、
ず
い
ぶ
ん
体
格
が

大
き
く
立
派
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
け
れ

ど
中
身
は
と
い
う
と
？
　
骨
は
長
く
、
身

長
が
高
く
な
っ
て
も
、
骨
の
中
身
が
十
分

つ
ま
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
も
し

カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
の
中
に
十
分
蓄
え
ら
れ

て
い
な
い
と
、
外
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た

衝
撃
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
骨
折
し
や
す
い

骨
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

〈
強
い
骨
を
作
る
の
は
ど
ん
な
栄
養
？
〉

ま
ず
、
骨
を
作
っ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム

を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
を
と
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
た
ん
ぱ
く
質
は
骨
の

土
台
と
な
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
材
料
と
な
り

食
に
つ
い
て
考
え
る

熊
谷
市
立
三
尻
中
学
校

養
護
教
諭
　
森
田
　
由
美
子

助
成
対
象
経
費
と
し
て
は
、
調
査
研
究

の
た
め
の
会
議
費
、印
刷
製
本
費
等
の
他
、

①
講
習
会
、
研
修
会
等
の
開
催
の
た
め
の

謝
金
や
旅
費
、
研
修
視
察
の
旅
費
、
②
食

農
教
育
で
の
水
田
等
借
料
、
作
業
用
具
代

を
含
む
備
品
費
、
③
食
に
関
す
る
指
導
で

の
教
材
費
を
含
む
消
耗
品
費
、
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。

三
　
モ
デ
ル
校
等
の
決
定

平
成
十
五
年
度
の
モ
デ
ル
校
等
に
つ
い

て
は
、
県
教
育
委
員
会
及
び
各
研
究
団
体

（
県
学
校
給
食
研
究
会
、
県
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
研
究
協
議
会
、
県
学
校
栄
養
士
研

究
会
）
に
推
薦
を
依
頼
し
、
九
校
に
決
定

し
ま
し
た
。

来
年
度
に
つ
い
て
は
、
各
研
究
団
体
に

推
薦
を
依
頼
し
、
二
〜
三
校
増
の
十
二
校

程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
の
た
め
、
積

極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
モ
デ
ル
校
等
一
覧

①
川
口
市
立
芝
西
小
学
校

②
川
口
市
立
安
行
小
学
校

③
川
口
市
立
芝
中
学
校

④
新
座
市
立
東
野
小
学
校

⑤
新
座
市
立
第
二
中
学
校

⑥
伊
奈
町
立
小
室
小
学
校

⑦
伊
奈
町
立
伊
奈
中
学
校

⑧
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
養
護
学
校

⑨
さ
い
た
ま
市
学
校
栄
養
士
会
研
究
部
会(

大
宮
区)

Ｑ

学
校
給
食
会
で
は
、
食
に
関
す
る
指

導
を
深
め
る
た
め
の
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、ど
ん
な
内
容
で
す
か
。

Ａ

今
年
度
か
ら
、「
食
育
」
を
推
進
す

る
た
め
、
食
に
関
す
る
指
導
を
積
極
的
に

推
進
し
よ
う
と
す
る
学
校
等
の
調
査
研
究

及
び
県
産
農
畜
産
物
を
使
用
し
た
食
品
又

は
学
校
等
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
学
校

給
食
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
事
業
に
対

し
、
学
校
給
食
会
が
費
用
の
一
部
を
支
援

す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

一
　
事
業
の
内
容

支
援
す
る
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
調
査
研
究
等

を
実
施
し
ま
す
。

（
１
）
食
に
関
す
る
指
導
の
調
査
研
究

及
び
指
導
　

（
２
）
食
農
教
育
に
対
す
る
調
査
研
究

及
び
体
験
学
習
　

（
３
）
県
産
農
畜
産
物
を
使
用
し
た
食

品
又
は
モ
デ
ル
校
等
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
を
学
校
給
食
に
活
用
す

る
た
め
の
調
査
研
究
及
び
給
食

（
４
）
そ
の
他
、
県
給
食
会
が
認
め
る

事
業
　

二
　
助
成
金
額
と
助
成
対
象
経
費

本
年
度
の
助
成
金
額
は
、
一
校
あ
た
り

二
十
八
万
円
以
内
で
す
。
来
年
度
も
同
程

度
の
助
成
金
額
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助

け
、ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
骨
作
り
を
助
け
ま
す
。

ま
た
、
骨
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
以
外
の
ミ
ネ

ラ
ル
も
必
要
で
す
。
強
い
骨
を
作
る
に
は

様
々
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。
ま
さ
に
学
校
給
食

は
、
栄
養
士
さ
ん
が
知
恵
を
し
ぼ
り
、
み

ん
な
の
た
め
に
調
理
員
さ
ん
が
作
っ
て
く

れ
た
食
事
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

〈
豊
食
の
時
代
〉

一
日
三
回
食
事
を
し
、
お
や
つ
と
夜
食

を
食
べ
る
と
、
一
日
五
回
も
食
べ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
も
現
代
は
食
べ
た
い

も
の
を
容
易
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

し
好
に
ま
か
せ
て
食
べ
て
い
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
摂
り
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。
食
生

活
の
乱
れ
は
健
康
を
害
し
、
生
活
習
慣
病

を
増
加
さ
せ
ま
す
。

〈
家
族
共
食
の
効
果
〉

子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
と
一
緒
に
食
べ

る
と
楽
し
い
と
い
う
調
査
結
果
を
目
に
し

ま
す
。
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
は
消
化
を
助

け
人
間
性
を
養
う
た
め
に
も
大
切
で
す
。

日
本
人
の
米
の
調
理
は
非
常
に
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
で
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
家
族

と
一
緒
に
食
べ
、
そ
れ
ら
の
味
を
覚
え
て

お
く
こ
と
が
将
来
の
し
好
の
変
化
に
対
応

で
き
様
々
な
食
べ
物
の
中
か
ら
選
択
で
き

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

ア

ン

テ

ナ

Ｑ

＆

Ａ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今

年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

県
産
の
小
麦
粉
な
ど
を
百
％
使
用
し
た

パ
ン
を
「
さ
き
た
ま
○
○
」
と
名
付
け
て

い
ま
す
が
、今
年
も
お
友
達
が
増
え
ま
す
。

コ
ッ
ペ
型
の
仮
称「
さ
き
た
ま
ク
ー
ペ
」

や
県
産
の
小
麦
粉
と
県
産
の
米
の
粉
を
五

十
％
ず
つ
使
用
し
た
仮
称
「
さ
き
た
ま
ラ

イ
ス
ト
リ
オ
」
で
す
。

他
に
も
、
通
常
の
食
パ
ン
や
コ
ッ
ペ
パ

ン
よ
り
県
産
の
小
麦
粉
を
多
く（
五
一
％
）

使
用
し
た
仮
称
「
山
型
食
パ
ン
」
も
四
月

か
ら
供
給
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
期
待
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

ひ な あ ら れ  

ひ し 餅（冷凍） 伊予柑カット（チルド） チーズハンペンフライ 

桜 も ち（冷凍） 

13�・20�� 26��

日東あられ新社 
（主原料）国内産もち米及び米、醤油、砂糖、マヨネーズ 

カセイ食品㈱　45��
（主原料）国内産もち米、砂糖、 

国内産小豆 

※上記商品の御注文締切日は２月13日�を予定しております。

※上記商品の御注文締切日は
　２月17日�を予定しております。 

※上記商品の御注文締切日は
　２月17日�を予定しております。

　蓬の若草でもあるもち草を使用した緑
色と白色、ピンクの三色のひし餅をかわ
いいピロー包装で包みました。 

※供給期間１月９日から２月27日まで
　とさせていただきます。 
※フルーツの注文は10日前までにお願いします。 

　愛媛県産の伊予柑をカットしてフレッ
シュパックにしました。 
伊藤忠フレッシュ㈱  1/4カット（約60�） 

　新鮮な原料のみを使用したハンペンの
中にチーズを閉じ込めてフライにしまし
た。 
㈱紀文フードケミファ  50�・70��

ア
イ
デ
ィ
ア
メ
ニ
ュ
ー

『
若
ほ
た
て
』
を
使
っ
て

材料（小学校用） 分量（�）
ほたてがい（若ほたて） 20

鶏卵 30

食塩 0.2
こしょう 少々
たけのこ（短冊切り） 15

にんじん（短冊切り） 10

きくらげ 0.5
はるさめ（５センチカット戻す）5

根深ねぎ（小口切り） 10

乾しいたけ（戻して繊切り） 1

米ぬか油 1

こいくちしょうゆ 3

上白糖 0.3
食塩 0.2
中華スープストック 0.5
清酒 1.0
こしょう 少々

帆立貝といり卵の炒め煮
蓮田市蓮田南小学校
主査　野中登志江

「海扇」の別名を持つ帆立貝。25条前後の放射肋が扇の

様に美しく広がっている姿からこの名が付いたと言われま

す。殻を激しく開閉して動く為、２枚の殻を結ぶ筋肉（貝

柱）が大変太くなります。タンパク質が多く脂肪が少なく、

淡泊なので色々な料理に利用出来る食品です。

若帆立は、大きさも使いやすく旨味を多く含む「ひも」

も柔らかく、スープやクリーム煮に良く利用しますが、中

華味の炒め物も子どもたちの人気メニューです。

この料理は、パンにもご飯にも良く合います。

三月になりますと桃の節句が巡っ
てきます。本会では例年御好評をい
ただいております三種類の「ひなあ
られ」と「桜もち」、「ひし餅」を御

物資紹介
用意しました。
また、春のくだものとして「伊予

柑カット」も取り揃えました。
併せて御利用方よろしくお願いします。

調理法
①きくらげは、ゴミを取り除き
水洗いし大きいものはちぎっ
ておく。
②釜に油を熱し、溶き卵を流し
込みいり卵を作る。容器に移
しておく。
③別釜に油を熱し、乾しいたけ、
にんじん、たけのこ、きくら
げを炒める。しいたけの戻し
汁と水を加えて沸騰したら調
味し若ほたてを加え煮る。
④若ほたてが煮えたら、はるさ
めを加えて煮、味を整える。


